
第２回サーキュラーバイオシステム分科会 

議事要旨 

 

■日時：2022 年９月 29 日（木）15:00～17:15 

■場所：インターウォーズ会議室と Zoom のハイブリッド開催 

 

■要旨 

１．開会 

 

２．新規メンバー自己紹介 

 

３．前回会議の質疑 

・第１回分科会の内容に対する質疑を行った。 

Q 食品廃棄物を原料とするメタン発酵システムの前処理として亜臨界処理を付加した場合

の効果、原料にプラスチックを入れた場合の反応について。 

Ｑ バイオリファイナリー技術で付加価値物質を生産する場合、物質の価値とマーケットの

大きさ、物質・エネルギー収支等について 

⇒伊原氏より講演内で例示 

Q 早生樹（ヤナギ）の施肥設計と、バイオ液肥の利用の可能性について 

Q 熱の貯蔵や輸送に関する有用な技術について 

 

４．サーキュラーバイオ技術の紹介 

4-1 新たな「バイオマス活用推進基本計画（2022.9.6 閣議決定）」について 

・農林水産省より、新たなバイオマス活用推進基本計画の概要について解説いただくとともに、

本分科会に関連するバイオマス・リファイナリー技術として令和４年８月に見直しが行われ

たバイオマス利用技術の現状とロードマップついてもご紹介いただいた。 

 

資料 2-1 



 

 

 

図 農林水産省説明資料より引用 

 

 



4-2 サーキュラーバイオプロジェクトの実現に向けて  ～千葉県香取市での実証研究を教訓

として～ 

・JORA 柚山専務理事より、農林水産省農林水産技術会議事務局委託プロジェクト研究「バイ

オマス利用モデルの構築・実証・評価」において、関東地域で実施した「山田バイオマスプ

ラントを核とするバイオマス多段階利用システム」の内容と成果について共有いただいた。

また、当該研究の経験に基づき、今後のバイオリファイナリー事業の実現に向けたポイント

を整理いただいた。 

 

図 柚山様ご説明資料より引用 

 

4-3 食品残渣及び農業残渣を原料としたバイオリファイナリーについて 

・伊原リーダーより、食品残さや農業残渣を対象として原料化適正の評価から、原料から単糖

を回収する技術の選択、糖液からターゲット製品の生産までの過程と、それらの実現可能性

の判断ポイント等について、具体的な検討事例を基にご説明いただいた。 



 

図 伊原様ご説明資料より引用 

 

５．今後の活動について 

・以下のような意見が挙げられた。 

✓ 過去にも同様のプロジェクトは実施されてきており、成功している部分とうまくいかな

かった部分があるので、それらを踏まえつつ、状況の変更も考慮して、新しいプロジェ

クトを考える必要がある 

✓ 分科会メンバーの中で、バイオリファイナリーに適した食品残さ等が発生、あるいは処

理を受託している場合、排出者が希望すれば、バイオリファイナリー原料としての適性

を評価することは可能。 

✓ 適したバイオマス残渣があれば、排出事業者、処理受託事業者、GEI 社のコンソーシア

ムで公的機関の補助事業等にアプローチしてみることも有効である。 

・第２回分科会に関連する質疑、今後の分科会で議論したい内容があれば、事務局まで連絡す

る。 

・活発な情報交換を図るため、第１回以降に参加されたメンバーも含め、メールアドレスを共

有する。 

 

６．その他 

・次回の分科会日程：11 月中旬あたりで調整する 

以上 


